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全身血圧:股動脈に閉鎖カニューレを挿入し， Pressure Transducer を用いて記録した。
〔成績〕
( 1 ) 電気回路モデノレにおける交流成分(脈圧)および直流成分(平均血圧)の減衰率
a) 頚動脈抵抗 (R1 ) および眼動脈抵抗 (R2) を増大させた場合には，眼底血圧の平均血圧と脈
圧がともに低下し，その際の脈圧減衰率の変動は平均血圧減衰率の変動に比し大であった。
b) 脳血管抵抗 (R3) および網膜血管抵抗 (R4) を増大させた場合!とは， 眼底血圧の平均血圧と
脈圧がともに上昇し，その際の脈圧減衰率の変動は平均血圧減衰率の変動に比して小さかった口
c) 脳血管弾性 (C1) および網膜血管弾性 (C2) を減少させた場合には，眼底血圧の平均血圧は変
化せず，脈圧のみ増大した。
( 2 ) 臨床および動物実験における脈圧および平均血圧減衰率
a) 健康者における眼底血圧の脈圧は 25士 6.6 mHg，平均血圧59土 8.4 mmHg 脈圧減衰率
( 1 一眼底血圧脈圧) 38:t 13.6% ~:lèjIfilEEmæ~$ ( 眼底平均血圧\) . 6  平均血圧減衰率 l 1 一一'~~2~J~ ) 34 ::t 5.7C;ぢであった。全身血圧脈圧} <JU--'--.l<J.U/V ---r-"--:JillJ.J_LV8!<I4-'<..-'-T" ¥ 全身平均血圧 j
b) 頚動脈(総頚動脈から内頚動脈分岐前まで)における抵抗変化
臨床例(内頚動脈海続洞痩 3 例)および動物実験で総頚動脈を結蒸した場合，脈なし病(総頚動脈
起始部の狭窄ないし閉塞 9 例)および内頚動脈閉塞( 2 例)では患側の脈圧が著明に低下し，モデル
(a) の場合と一致した。
c) 眼動脈の抵抗変化






































( 3 ) 全身血圧の脈圧が同じ群における健康者群と高血圧者群を比較すると高血圧者群では平均血
圧減衰率は健康者詳と同じであるが，脈圧減衰率は小さい結果をえており，モデルを用いた解析で高
血圧者群では脳血管弾性が低下しているととを明らかにしている。
以上眼底血圧において脈圧と平均血圧の減衰率を比較することによって，頚動脈系循環における障
害の種類と部位を推察する乙とが可能なことを電気回路モデノレと対比して証明しているが，この事実
は頭葦内循環の障害を解明する上に重要な手掛りを提供した有意な研究である。
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